

A  申告研究者
研究者ごとに当該研究に関係するものを洩れなく記載すること
1）  外部活動  （診療活動を除く全てを記載）
	外部活動の有無
	有  ・  無
	（該当に○印をつける）

	（有の場合のみ、企業等ごとに記載）

	企業等名
	

	役  割  （役員・顧問等）
	

	活動内容
	

	活動時間  （時間／月）
	


	外部活動の有無
	有  ・  無
	（該当に○印をつける）

	（有の場合のみ、企業等ごとに記載）

	企業等名
	

	役  割  （役員・顧問等）
	

	活動内容
	

	活動時間  （時間／月）
	



	外部活動の有無
	有  ・  無
	（該当に○印をつける）

	（有の場合のみ、企業等ごとに記載）

	企業等名
	

	役  割  （役員・顧問等）
	

	活動内容
	

	活動時間  （時間／月）
	


2）    産学連携活動の相手先のエクイティ
	エクイティ（equity）とは、公開・未公開を問わず、株式、出資金、ストックオプション、受益権等をいう

	エクイティ保有の有無
	有  ・  無
	（該当に○印をつける）

	企業名
	

	エクイティの種類（数量）
	


*記載例、公開株（１００株：時価４３０万円相当）、未公開株（発行株総数の８％）
３）  申告研究者の産学連携活動にかかる受入れについて、
有  ・  無
申請研究に係るもので、申告者もしくは所属講座分野・診療科が過去１年間に関与した企業等との連携活動につい て、項目ごとに有の場合のみ記載してください。
	受入れの種類
	活動内容 （企業名・授金金額）
	開示基準額

	研究費開発費等
	①
	共同研究
（
	万円）
	例、年間の合計受入れ額が同

	
	②
	受託研究
（
	万円）
	

	
	③
	臨床試験
（
	万円）
	一企業等から２００万円を超える 場合、番号に○印をつけ、カッコ

	
	④
	販売後調査費等
（
	万円）
	内に企業名と授金金額を記載

	
	⑤
	その他
（
	万円）
	

	学術研究助成金
	①
	研究助成金
（
	万円）
	例、年間の合計受入れ額が同 一企業等から２００万円を超える

	
	②
	寄附金
（
	万円）
	

	
	③
	寄附講座
（
	万円）
	場合、 カッコ内に企業名と授金 金額を記載

	
	④
	その他
（
	万円）
	

	原稿執筆料等
	①
	講演料
（
	万円）
	例、年間講演料あるいは原稿執 筆料が合計５０万円を超える場

	
	②
	原稿執筆料
（
	万円）
	

	
	③
	特許料等
（
	万円）
	合、番号に○印をつけ、カッコ内 に企業名と授金金額を記載

	
	④
	その他
（
	万円）
	

	企業雇用者の受入れ
	①
	社会人大学院生
（
	）
	例、該当する場合、番号に○印

	
	②
	ポスドク
（
	）
	

	
	
	
	
	をつけ、カッコ内に企業名を記

	
	③
	客員研究員
（
	）
	載

	
	④
	その他
（
	）
	

	企業からの労務・役務

の提供
	①
	研究企画、プロトコール作成
	該当する項目に○印をつける

	
	②
	データ収集と管理
	

	
	
	
	

	
	③
	統計解析
	

	
	④
	論文執筆
	

	その他
	①
	贈答
（
	万円）
	例、年間に５万円を超える場

	
	②
	接遇
（
	万円）
	合、番号に○印をつけ、カッコ内

	
	③
	その他
（
	）
	に企業名を記載


B  申告研究者の家族  （一親等まで）
当該研究に関係するものについて洩れなく記載すること
	COI状態の有無
	有  ・  無
	（該当するものに○）

	申告者１）、２）の項目に基づいて｢有｣の場合のみ詳細記載

	自己申告者との関係
	配偶者、  親、  子供
	その他：
	（該当するものに○）

	関係ある外部活動
	

	関係する企業等からの収入
	


	COI状態の有無
	有  ・  無
	（該当するものに○）

	申告者１）、２）の項目に基づいて｢有｣の場合のみ詳細記載

	自己申告者との関係
	配偶者、  親、  子供
	その他：
	（該当するものに○）

	関係ある外部活動
	

	関係する企業等からの収入
	


	COI状態の有無
	有  ・  無
	（該当するものに○）

	申告者１）、２）の項目に基づいて｢有｣の場合のみ詳細記載

	自己申告者との関係
	配偶者、  親、  子供
	その他：
	（該当するものに○）

	関係ある外部活動
	

	関係する企業等からの収入
	


C インフォームドコンセント （IC) への上記情報の記載
	利益相反に関するICへの記載説明文を添付すること。
	

	COI記載の有無
	有
	・
	無
	(該当するものに○）


私の医学研究に係る利益相反に関する状況は上記のとおりであることに間違いありません。
報  告  日


西暦
年
月
日

申告者署名

印
注： １）申告日より起算して、指定される年数を対象に年度ごとに活動・報酬について記載する。
２）研究継続については、毎年4月1日に申請書を更新した形で提出する。
３）研究実施期間中に新しく利益相反状態が発生した場合には、その時点より6週間以内に修正した自己 申告書を提出する。


